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☞ いよいよ！令和７年度のゴールが目前に迫ってきました！ 
毎年思うことではありますが、今年も１月からの時間の進み方が速かったです。いよいよ３月と

なり、残すところ１～５年生は１３日、６年生は９日（１桁！）の登校となりました。思い返せば、

令和７年４月７日の始業式で、このような話をしました。「新しい学年のスタートなので、大事な話

をします。これから言う３つのことを大切にしてください。それは、『思いやり』『支え合い』『感

謝』です。『思いやり』とは、相手の気持ちを思いはかること。『支え

合い』とは、助け合ったり励まし合ったりすること。『感謝』とは、あ

りがとうの気持ち。この３つがつながり合ったとき、皆さんの学級は、

私たちの二里小学校は、さらに笑顔あふれる温かい学級・学校になる

と思うのです。この温かいつながりを『ハッピーサイクル』という名

前で覚えておいてください。」あれから１１か月。子ども達は日常の生

活の中やいろいろな行事などの中で、互いに支え合うことの大切さを感じたり、感謝し感謝される

ことに心地よさを感じたりしながら成長してきました。しかし、まだまだ成長途中の子ども達です。

これからも「ハッピーサイクル」を合言葉に、最後まで励ましながら、見守りながら、卒業式・修

了式の日を迎えたいと思います。 
 

☞ ２月もさまざまな行事等で、子ども達は元気に活動しました！ 
 ２月はインフルエンザが猛威を振るい、中止せざるを得なかった行事もありましたが、それに向

けて頑張った二里っ子でした。６日（金）に新入学説明会を行い、４月から１年生になる子ども達

のお世話を５年生が立派にやってくれました。学校紹介や学校探検、そのあとの本読みなど新６年

生らしい態度で素晴らしかったです。その姿に涙する職員も…。１６日（月）には

６年生が茶話会を開いてくれました。本校職員のみならず、お世話になった先生方

も駆けつけてくれ、温かいひと時を過ごしました。茶道クラブで教えてくださって

いる〇〇先生をはじめ、一緒に指導してくださった皆様にも大変お世話になりまし

た。２６日（木）には委員会活動の引継ぎが行われました。今まで引っ張ってくれ

ていた６年生から４・５年生に、活動内容や活動に込めた思いなどがバトンパスされました。今、

４・５年生が頑張り始めています！かたちを変えて行う予定なのは「６年生ありがとう集会」で

す。インフルエンザ感染予防で「集会」はできませんでしたが、出し物を録画しているので視聴し

合いたいと思います。卒業生も在校生も、互いに感謝を伝えるために一生懸命練習をしましたので、

卒業式に向けて気持ちも高まることと思います。懇談会につきましても同じ理由から中止とさせ

ていただきましたので、先日配付しました懇談資料をお読みください。よろしくお願いいたします。

また、１年生と老人会の方々との昔遊びも、同理由から中止となりました。大変楽しみにしており

ましたが、是非来年度よろしくお願いいたします。 

 児童関連ではないのですが、各学年で来年度の育友会役員の選出を行っていただきました。お忙

しい中お集まりいただき、誠にありがとうございました。子ども達の健やかなる成長のために、来

年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
 

☞ ３月２日に全校朝会を行いました。この漢字は？ 
漢字クイズを出しました。４年生で習う漢字で、なかなか難しいかなと思っ

ていたのですが、思いのほか多くの子ども達から「卒」という声が響いてきま

した。同じ学び舎で６年間過ごした子ども達が、それぞれに選んだ道を歩み始

める卒業の日が近づいてきたことを知らせるために出しました。実は本日より、

卒業式の練習も始まりました。会場が感謝の気持ちで埋め尽くされるような式

にしたいと思います。お子さんにも励ましのお声かけをお願いします。 

せんだん 


